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軽い ！  速い ！  へ一歩ずつ

通産省の工業技術院が大型プロジェクトと
して推進した民間航空機用ファンジェット・
エンジンの研究開発で、国内ジェットエンジ
ン技術の総力を結集して完成させたFRJ710
ターボファン・エンジンの実用性をテストし
つつ、かつ1960年代以降の世界の民間航空輸
送でとくに注目を浴びてくると予想されてい
た低騒音短距離離着陸機の研究開発に供する
目的で、科学技術庁航空技術研究所が試作し
たSTOL実験機。機体は川崎重工業が航空自
衛隊向けの双発輸送機として製造したC-1を  
4発機に改造して流用、将来の低騒音STOL機
のあるべき姿を研究する雛形として開発試作
され、データ取得のためのテストに使用され
た。開発には川崎重工業が主契約会社となり、
これに協力会社として三菱重工業、富士重工
業、新明和工業、日本飛行機が加わった。
当時、 この種の民間機を想定した大型ジェット

STOL機の試作は世界でもほとんど例がなく、
わずかに米空軍の次世代戦術輸送機として
ボーイング社がYC-14を、ダグラス社がYC-15
をそれぞれ試作して採用を提案していたに過
ぎない。後にソ連がUSB技術を応用した中型

軍用輸送機を実用化させたが、民間機として
は日本の「飛鳥」が唯一のものであった。
この実験機に搭載するために製造された

FJR710-600Sは、C-1輸送機の2基のJT8Dの代
わりに主翼前方に大きく突き出した長いエン
ジン・ナセルに収められて装備され、エンジ
ン排気は主翼上面に沿って流れるように設計
されており、離着陸時にはフラップを大きく
下方に下げることによってエンジン排気が下
方に向けられて大きな揚力を発生するUSB
（アッパー・サーフェス・ブローイング）理
論が取り入れられていたほか、主翼前縁およ
び補助翼前縁から空気を噴出すことによって
境界層制御も行うという画期的な技術が採用
されていた。実験機は昭和60年10月に初飛行
したが、本機は当初から飛行実験によって将
来の本格的低騒音STOL輸送機開発のために
必要な各種データ取得のために使用すること
を目的としていたので、これをそのまま実用
化、量産する計画はなく、テスト終了後は岐
阜の「かがみがはら航空博物館」に保管・展
示されている。

帆足　孝治（イカロス出版）

航空宇宙技術研究所低騒音STOL実験機「飛鳥」

背（3mm）

このたび入会、「寸言」でご挨拶の機会を
いただきありがとうございます。昨年パシ
フィコ横浜で開催されました国際航空宇宙展
に当社「QTW-UAS」を、機体メーカー各社
の中に出展させていただきました。この機体
システムは設計製作、自律制御、プログラム
飛行システムなど開発全工程を社内の若い社
員が担当し、試験飛行とデモ飛行を続けなが
ら、会社敷地境界監視飛行などを何とかでき
るところまでになりました。諸先生方の指導
や共同研究を一部いただきながら、「鳥人間」
や「ロボコン少年」OBが自前で全ての工程
を担当し、ブラックボックスを排除する方針
を貫きました。まだまだ稚拙な部分が残って
いるものの商品化へ向け頑張っております。
当社は、樹脂系炭素繊維複合材料（CF複合

材）を主構造とする乗り物などの試作開発を
主として行っています。
速い・軽い・それを安く早く！社内で設計

から製品まで、一気通貫で取り組むことで業
界のお役に立つべく努力しております。
社員は総勢50名、技術部員が半分を占め、

製造現場と設計が一体になってモノ造りを行
う工房と言ったところです。

CF複合材構造は、当社のように小規模な会
社でも、設計から製造までを一貫して行うこ
とができることなどから使い勝手が良く優れ
ていると思っておりますが、それを工業的量
産に結びつける、または大型構造物をできる
限り大モジュールで作る、となるとまだまだ
超えなければ成らない課題が山積みだ、とも
感じています。

これらの課題に取り組むことが、当社の仕
事と考え、この先15年25年先への準備を始め
ています。
その一つとして、大型製品を試作組み立て
可能な120m×40m、高さ10mの比較的大きな
工房を一昨年確保しました。
創業以来40年近くなりますが、研究開発型

ベンチャー企業の経営は大変です。そこで昨
年縁あって、帝人グループの一員になりまし
た。この事で今後帝人グループの各種機能性
材料、炭素繊維からアラミド繊維、熱可塑樹
脂から幅広いソリューションを活かす帝人複
合材開発センター：TCICと表裏一体となり従
来お応え出来なかった規模の仕事も担当出来
る体制が少しずつ出来てきております。
私どもの仕事はハイテク工芸品的作業と認
識しており、これは何時の時代も必要です。
現在そして未来に向けて常に最新設備・機械
装置や設計支援Toolのヴァージョンアップや
投資が必要です。必要な設備・工作機械など
を社内で造る事も行っています。
経験の浅い若い社員が多いことから全工程
を水平分業せず、材料試験、設計から最終工
程・評価にいたる全工程を出来る限り図面を
書いた技術者本人が体験するようにしていま
す。
陸海空の複合材構造・乗り物、超軽量化、
低コスト化が求められるものなど、是非御声
を掛けていただければ幸いです。
本工業会の一員としてお役に立てるよう精
一杯努力して参りますので、どうぞよろしく
お願いいたします。
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